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記 号 の 説 明
	V:
	速度

	X:
	位置


1.　は　じ　め　に
　これは，久留米工業大学 インテリジェント・モビリティ研究所研究報告に投稿する際の原稿のテンプレートである．このテンプレートファイルを編集して原稿を作成する場合は，様式が崩れないようすること．また，原稿の長さは図表を含め12ページ以内とする．
2.　書　　　　　式
2.1　原稿全体の書式
　原稿全体の書式を第1表に示す．
第1表　原稿全体の書式
	用紙サイズ
	A4判

	原稿ページ数

	最大12ページ
(論文は7～12ページ)

	余白
	左右各18mm，上下各25mm

	字体
	和文はMS明朝，英数字はTimes New Roman

英文はTimes New Roman


2.2　表題の書式
(1) 表題の書式を第2表に示す．

(2) 著者名には，右肩に上付きで＊1，＊2等をつけ，英文著名の下に所属を書くこと．
第2表　表題の書式

	第1行
	第1行には右寄せで

－原稿の種類－

と投稿する原稿の種類を9ptゴシック体で書くこと．

	題目
	第1行目から2行空けて，14pt太字で日本語題目（ゴシック体），改行，英文題目（ボールド体）と書き中央揃えにすること．

	著者名
	英文題目から1行空けて，10ptで著者名，改行，英文著者名を中央揃えで書くこと．

	所属
	英文著者名から１行空けて，10ptで所属を中央揃えで書くこと．

	Abstract

(要旨)
	所属から1行空けて，8ptで記入．左寄せ．全角一文字分のスペースの後，太字のAbstract: に続けて英文は約100語程度、和文は200文字程度で記入する． 

	Keyword

(キーワード)
	Abstractから1行空けて，8ptで記入．左揃え．太字のKeywords:の後に5個程度で記入する．


2.3　本文の書式
(1) 本文の書式を第3表に示す．

(2) 本文はKeywordsの後1行空行を入れた後，１段組で書き始めること．文字サイズは9ptとし，1行の文字数は53文字，48行程度にすること．

(3) セクション，サブセンクション共に，番号と番号の後のピリオドには半角を用い，全角の空白を1文字分入れてからタイトルを書くこと．

(4) 新しい段落に入るときには，先頭に全角空白を1文字分入れてから，本文を書き始める．

(5) 基本的には英数文字は半角を用いる．

(6) 句読点は和文の場合全角の“，”と“．”を用いるが、英文の場合は半角の“,”と“.”を用いる．

(7) 記号の説明がある場合は最初に書くこと．その際，セクションタイトルは記号の説明とし，セクション番号はつけない．

第3表　本文の書式

	文字サイズ
	9pt

	セクションタイトル
	9ptゴシック体で中央寄せとする．2行取りの真中に入れること．その後の本文は次の行から始めること．

	サブセクションタイトル
	サブセクションタイトルの前には空行は入れず，9ptのゴシック体で，全角の空白を1文字分入れた後に書くこと．その後の本文は，サブセクションタイトルの後に全角の空白を1文字分入れてから始めること．


2.4式の挿入
式の番号は，(1)，(2)，(2.1)，(2.2)のように通し番号とする．

例えば
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                               (1)　

　のように書く．

2.5図・グラフ・写真の挿入
(1) 図・グラフ・写真の番号は同一の通し番号とする．

(2) タイトルは下側に記入すること．

(3) 図1の番号1の後に“．”を入れない．Fig. 1のFig.と1の間を半角空ける．

(4) タイトルの文字の大きさは論文中で統一し9ptとする．

(5) 図等の横に空白ができても，本文を記入してはならない．

(6) 図等は，余白部にははみ出してはならない．

2.6表の挿入
(1) 表(また Table)の番号は通し番号とし，表の「上側」にタイトルを記入すること．

(2) タイトルの文字の大きさは論文中で統一し9ptとする．

(3) Table 1の番号の後に“.”を入れない．Tableと1の間を半角空ける．
2.7参考文献
(1) 引用文献は論文末尾にまとめて書くこと．その際は，参考文献という，番号のないセクションに書くこと．

(2) 引用の際，本文中では1)，1,2)あるいは2～4)等の様に書くこと．末尾引用文献記載例を以下に示す．
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